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新潟県三島郡和島村の魚沼累層より産出した

ガザミ科イシガニ属化石

作本達也＊

1 ． はじめに

小論では,新潟県豐蔦郡艫村より産出した十脚甲
殻類化石を研究する機会を得たので報告をおこなう

1*ざまだ

検討した標本は，和島村硲田にみられる魚沼累層より

産出したものであlｿ，ガザミ科のα】alybdiS属（イシ

ガニ属）に帰属することが明らかとなった．

これまで新潟県内から産出した十脚甲殻類化石は，

栗田(1986)が中魚沼郡川西町および小千谷市の鮮新

一更新統魚沼層群から報告したCﾉ】alybd/ssp･ ,

Mac叫Ⅱ岬"ssp･をはじめとし，南魚沼郡塩沢町の
鮮新統四十日累層よりscy"asP. (栗田, 1997),佐渡
はもち

羽茂町の中部中新統下戸累層よりUpogebjasp.,

CallianasSidae (作本, 1998),柏崎市西長鳥塚山峠の

鮮新統八王子累層よりCallianassidae (作本・栗田，

1999)，そして長岡市妙見町の鮮新統白岩累層より

α"'ce'･sp. (作本, 1999)が報告されているこのよ

うに，近年新潟県内における資料は増えつつあるが，

県内の十脚甲殻類相について議論する資料としては-|‐

分とはいえない．

小論では新潟県豐蔦郡和島村の魚沼累層より産出し
たChalybdis属化石について記載をおこない，今後の

一資料とする．

なお，小論で検討した標本は，新潟大学地質科学教

室に保管される．

いる．それによると，本累層は垂直および水平方向の

層相変化が激しく，巨視的には下位より礫質砂層ない

し泥層よりはじまり，砂礫層，砂泥互層，中粒一細粒

砂層，灰色海成シルト層，砂層，塊状泥層の順に重な

るとされている． さらに，本地域周辺の魚沼累層中に

は，広域に追跡ができる火山灰鍵層のSKO20が挟在し

ており （菊池ほか, 1984),鈴木ほか(1974)はこの

火山灰鍵層をPk凝灰岩（宮下ほか, 1972)として報告

している． また，真鍋・小林（1988）は本地域の魚沼

累層中よりハラミロ亜帯，松山期，ブリュンヌ期に対

比される地磁気帯を認めている．以上のことから，本

地域の魚沼累層は,魚沼丘陵団体研究グループ(1983)

が魚沼地域において区分した魚沼層群上部累層の上半

部に相当すると判断されている（小林ほか． 1993).

3．産地・産状

小論で検討したαlarybdis属の化石は，新潟大学大

学院自然科学研究科の林成多氏が三島郡和島村硲田

の採砂場(Fig. 1) より発見したものである．本露頭

では，主にシルト岩，細粒砂岩・シルト岩互層，細粒

～中粒砂岩がみられ，一部には粘土，泥岩，泥炭を狭

在する．そして, Chalybdis属の化石は，青灰色の塊

状シルト岩よりI個体産出した(Fig.2)．化石は一部

が破損しているが，背甲，鉗脚，歩脚の印象が残され

ており，外形雌型および内形雄型が保存されている．

また，化石産出層からはChalybdis属化石とともに，

軟体動物化石のBameasp.,"cIensp., Raeiasp.が散在

的に産出し， これらはいずれも印象として保存されて
いる．

2．地質概説

小論の化石産地は，東頚城丘陵の北端に位置し，そ

の周辺には中新統一更新統が広く分布している．鈴木

ほか(1974)の層序区分によると，東頚城丘陵北部に

分布する中新統一更新統は下位より順に椎谷累層，西

山累層，浜忠累層，灰爪累層，魚沼累層の順に重なっ

ているとされている．

小論の化石を産出した東頚城丘陵北部の魚沼累層に

ついては，小林ほか(1993)により詳しく研究されて

化石の記載

InimorderBl･achyuraLatreille, 1803

SeclionHeterotl･emataGuinot, 1977

SuperfamilyPol･tunoideaRafinesque, 1815

4

TatsuyaSakumoto

APoI･tunidgenusChalybdjS(Decapoda,Crustacea)h･omthePleistoceneUonumaFormation,Washima-mul･a,Santou

gun,NiigataPrefectUre,centralJapan

顎新潟大学大学院自然科学研究科
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Mapshowingthefossil locality(thetopographicmapis
partof thel:25,000scalemapsheet ､'Teradomari''

publishedby theGeographicaISurvey lnstituteoi
Japan)

Fig.1

FamilyPortunidaeRafinesque, 1815ツ

SubfamilyPol･tuninaeRafinesque, 1815

Genusd1alybdisdeHaan, 1833

SubgenusGo"ionep加』1"sOrtmanll, 1892

Chalybdissp・cfC(G)bim;Icu/""! (Miers, 1886)

(Figs.3,4)

標本：背甲（内形雄型)，鉗脚，歩脚（外形雄型) ；

背甲（外形雌型）

産地：新潟県三島郡和島村硲I11 (Fig. 1) .

産出層？魚沼累層．

採集者：林成多

記載：背甲外形は五角形を呈す.甲表面はなめらか，

各域の区別は明瞭頸溝，心鯛満は明瞭,深くlli扁広い、

各域は横走する稜線をもち，稜線上は小順粒が並ぶ．

額域は短い稜線が左右l対ある．胃域は3条あり，後方

の2条は左右が連続する．鯉域は長い稜線が1条伸び，

頸溝で中断する．心域は隆起し，正中の浅い縦溝によ

り二分される．心域の各隆起の表面は小瓶粒が密集す

る．鯛域内方は3対の瘤状隆起が縦列し，最後方の隆

起は小さい．鰡域の各瘤状|隆起の表面は小獺粒が密集

する．後側縁はなめらかに伸長し，わずかに内側に湾

曲する.鉗脚の腕節内縁は顕著に長い鰊状突起を有する．

計測(mm) :甲長9.0+;甲幅102+;額域幅3.8;後縁

幅3.4+

比較：本標本は，破損により背甲の額域，眼域，前

側縁の形態を検討することができないしかしながら，

背甲表面の特徴によりガザミ科のaIarybdis腐に帰属
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Fig.2 :Columnarsectionof theUonumaFormatiol-l at the
decapodfossil locality

する種であると判断できる．すなわち， 1）甲|隔は甲

長に比してわずかに長い五角形を呈す， 2）額域は著

しくII嘱広でない, 3)胃域および鯏域は稜線が横走す

る， 4）鉗脚は著しく長くない，以上の特徴である．

そして，他のガザミ科の属との区別については，以下

のとおりであるハイガザミ亜科(Catoptrinae), i

サカガザミ亜科(Capl,yrinae) , シワガザミ亜科

(Polybiinae), メナガガザミ亜科(Podophthalmnae)に

帰属する各属およびカザミ亜科のScJ'"a属（ノコギリ

ガザミ届）は，甲表面に稜線をもたないことで容易に

区別できる．ガザミ亜科PC”"“属（ガザミ属）の場

－6－
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Fig.3 日Linedrawingshowingtheconiigu｢ationofCﾉ7a']/bdiSsp.cf.C・(G.)b"acUbia(Miers, 1886) fromiheUonumaFormationa,
iqngicastpfcarapace,chelipedandambulatorylegs;b,outermoldof leftpartofcarapace･AL2-4,ambulatoryleg2-4;Ch,
ghgMpgqjJqIRLgarpus;Dci,dactylus;Orb,orbital regionPIm,paim;PsIIM,bosierolatera!margin;Ps(M｡Posteri6IMinif
transverseridge.
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Fig.4 5Chaﾉybmssp.cf.C. (G､)bimaculqia(Mier5, 1886),a, |nnercasiofcarapacachelipedandambulatorylegs;b,oulermoldof iefl
partofcarapace.Scalebarsequallcm・AIIspecimenscoatedwithammoniumchIoridesublimate.

合は，背甲外形および稜線の有無により区別できる． から判断すると幅広ではない. L"poGycﾉ“属（ホソウ
ー般的にPo"〔",us属には本標本のような稜線はみられ デガザミ属）の場合は，細く顕著に長い鉗脚をもつが，
ない． さらに加えて,"JT"""s属の背甲外形は，両後 本標本の鉗脚は長くはない．

側縁が前方へ大きく広がり，途中で強く湾曲する傾向 さらに，本標本とα】aIybdis属の各現生種との比較
がみられる．同亜科の刀laﾉ風､胸属（ベニツケガニ属） をおこなった．その結果，心域および鯉域内方に瘤状
および7Yja/amjIojdes属（ミドリベニツケガニ属）につ 隆起をもち，その表面に穎粒が密集する特徴は，
いては， イシガニ属と同様に背甲表面に稜線が横走す CVIalyb"(GonioneprunuS) bimaclllara (Miers, 1886)
る． しかし，両属の額域は甲幅に対して極めて幅が広 （フタホシイシガニ）に類似するα)alybdis属の現生
くなる傾向があり，この特徴にもとづいて区別できる． 種は，背甲後半部が平坦になる種が多く，瘤状突起あ
本標本の額域は保存不良であるが，左右の眼域の位悩 るいは稜線を有する種は一部である．現生種の
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CIiarybdis(Chalybdis)I1araror (Herbst, 1794) (ワタリイ
シガニ),C(C)VaIfegara (Fabricius, 1798) (カワリイ

シガニ),C(C)gr"ularaDeHaan,1833 (ツブワタリ

イシガニ）の3種は，心域および鯛域内方が隆起し，

その表面に稜線が発達する． このうち，前2種は額域

に稜線がなく，本標本とあきらかに区別できる. C.

(C)va"egara(Fabricius)は，腕節内縁の先端に備える
鰊状突起は小さく，本標本の場合は長く前方に突出す

る．この特徴はむしろc. (G､)bimacuﾉara (Miers)に認

められる．以上のことから，本標本をα】alybdissp.cf

C(G.)bimacI!ﾉa"(Miers,1886) と判断する．

5．産出の意義

小論では，三島郡和島村の魚沼累層産十脚甲殻類化
石について検討をおこなったその結果，α12"ybdis

(GonioneplunIIs) bimac"ﾉara (Miers, 1886) (フタホシ
イシガニ)に近似の種であることがあきらかとなった．

本種は，潮間帯から約439mの水深に生息し， インド

ー西太平洋地域に分布している（三宅, 1983;馬場ほ

か， 1986)．そして， 日本列島近海では， 日本海およ

び太平洋の両沿岸域に分布し， 日本海では青森沖，太

平洋では仙台沖が北限とみられている（馬場ほか，

1986)．現在までにC(G.)bimaculara (Miers)あるい

はそれに近似とされる種は，神奈川県横浜市の更新統

下末吉累層（加藤・小泉， 1992)，房総半島の更新統

下総層群菜詰累層(KatofmdKarasawa,1998)より報
告されている．小論の化石はこれらに続く産出記録と
して数えられ，さらに日本海側においては初の産出と

なる．

また，新潟県下では栗田（1986）によって，小千谷

市桐沢峠付近の魚沼層群中部累層よりChalybdissp.が

発見されている． これについて栗田(1986)は，背甲

前半部の稜線に加え，心域*に1対の稜線，そして心域
両側の鰡域内面に稜線と穎粒が前後に並ぶ特徴にもと
づき，現生種Cﾉlalybdis(C.)val･jega"(Fabricius)
（カワリイシガニ）の近似種と示唆している． したが
って，小論の化石は県内から発見された2例目のイシ

ガニ属化石であり，従来とは異なった種を発見したと
いえる．
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脚注

＊栗田(1986)では‘腸域’ との記述があるが

‘心域，の誤Iﾂと判断される．
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Abstract

(G.)bimac"lara(Miers, 1886)(Portunidae)isfirstdescribedfi･omthePleistoceneUonumaFormationCYlalybdiSsp.cfC(G､)bimacll

ofNiigataPrefecture,centralJapan
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